
　ポルトガル・コインブラ大学の大学院生イネス・マトスさんが、大分に
おける南蛮文化研究のため来市されました。当協会の会員である大分県立
芸術文化短期大学の疇谷先生の案内により、大分市歴史資料館、大分市医
師会立アルメイダ病院、臼杵城跡など、大分のポルトガルとゆかりのある
場所を視察しました。また、大分市とアベイロ市の姉妹都市提携当時の様
子を磯﨑大分市副市長に伺うなど、熱心に研究されていました。


